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　電電公社の自作計算機MUSASINO-1の原型であるイリノイ大学のIlliac Iが完成したのは1952
年9月22日． EDSAC開発チームのD.J.Wheelerもサブルーチン整備に協力していた． 編集子は
1959年1月， 同大学のMullerを訪ね， 雪深きキャンパスでIlliac Iに対面した．
　地上の生活， 移動， 健康維持には自己の五感， 記憶が頼りだが， 障害者， 高齢者となるとそれ
も段々頼りなくなる． そこを支援すべく， センサとインディケータ， システムが開発され， 弱者
救済を目指す（ありがたや). これはIT, ネットワークなしには考えられぬ．  夢のごときもあるが， 
特集は各所の挑戦をまとめた． 天野真家 , 中島秀之編集「ユビキタスコンピューティングとネッ
トワーク社会の到来に向けて」である． ところでカラスの背負うGPSもウェアラブルというの?

　石井秀雄による解説「IP運用グループの活動と現在の問題， そして研究コミュニティへの提
案」は読んでみたらJANOGの話であった． NANOGに比べ歴史は浅い． 当然IPルーティング問
題が議論の中心だ． OSPFのパラメータ設定は名人芸らしいが， 左様な技法は共有可能だろうか．
　企業の組織論というものがあるらしい． その観点からメールの流れを使い I社（どこか?）を
評価したという報告が「企業組織をコミュニケーションから評価する」中村英史 , 水田秀行 .

　「自動車における情報通信技術の流れ（前編）」 大江準三は自動車にカメラやマイコンを積
み， 運転支援をする新技術の解説である． 空いている高速道路をすいすい走るときには別に
何もいらないが， 曲線走行， 駐車など見えにくいところでは威力を発揮する．
　Webサービスの2回目． 金融関係での「Webサービス構築事例」で， 別筒正 , 山下眞澄によ
る． 東京三菱銀行で始めたシステムの話だ． 要約すれば， 専用線は高い ; インターネットは安
くどこにもつながる ; PCにJavaで開発できるなどが動機である．
　奇岩怪石多々あれど， プロムナードはオーストラリアの玄武岩の柱からの問題． バラバラ
な高さで隙間なく並んだ柱上に溜まる水量を計算する (川合慧「蜂の巣バケツで水を汲む」).
　名著名論． UCバークレイのRusselとGoogle社のNorvigのAI教科書を， 東大から京大に移
った（と思ったら本学会の理事になった）西田豊明が解説． これって人工知能かと思わぬもの
なきにしもあらぬも， 同分野の成功例を整理記述した． MITキャンパスでケーブルキャッチャ
を持った男がやぁという． いまLANを通してきたとか． 昔の同僚， David Clarkだ． IETFの IAB

もしたりしたそのDavid（ともう1人のDavid）のプロトコル論を江崎浩が書いてくれた．
　IT事情で矢野直明は「DTP編集が伝統的な本づくりを破壊していく」と嘆く． 同感だ． 本
学会誌も校正はPDFで見て貰っている． 便利な一面， 不便に感じることもある． 大体どなた
もネットワークにアクセスできるだろうから，PDFで協力していただいている． さてこのエ
ッセイ指摘のごとく職人気質が消滅していくことは事実． 話題の出版社はご存じのところ．
　松尾和洋が担当のアメリカITは「Web世界を安全にする試み」だ． 相変わらずスパムとフィ
ッシング問題が解決していない． フィッシングみたいなものは以前からあった． 米国の銀行． 
預金用のスリップに何気なく書き込むと，それは巧みに置かれたある個人への入金票だった
りした． メールの送信コストは1通あたり3マイクロセントとかで， この安さがスパムの原因．
　占部浩一郎による「アジアにおける IT事情（ASEAN諸国の状況）」はシンガポール（とベト
ナム）の報告 .  違法コピーが相対的に高価なソフトウェアによるとは納得せざるを得ぬ .

　情報技術と教育はアクレ委員会 IS分科会長神沼靖子が IS教育の充実に思いを込めた
「トップダウンに考える能力」． ISの円満な導入→ ISユーザ教育→大学プログラム改革→
トップダウン問題解決能力→知識より考え方と持論を披瀝する．
　高橋秀俊先生は原稿は正座して2回書く， 1回目は材料を集めるためといわれたことがあ
る． 最近の原稿書きにはパソコンが縦横に活躍する．  生活向上委員会は森崎修司が「ブログ
ツールを利用したアイディア管理」を書く． この原稿もそうやって書いたのか． （咊）
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